
被害者について十分な知識
と理解を持ち，受刑者の社会
復帰に賛同している，犯罪被
害者支援団体のメンバーや犯
罪被害者（その家族等）を刑
事施設に招へいし，受刑者に
対し，被害者（その家族等）
の苦しみや心の傷について話
していただいている。

■ 指導の目標
自らの犯罪と向き合うことで，犯した罪の大きさや被害者やその遺族等の心情等を認

識させ，被害者やその遺族等に誠意を持って対応していくとともに，再び罪を犯さない
決意を固めさせる。

● 対象者 被害者の命を奪い，又はその身体に重大な被害をもたらす犯罪を犯し，
被害者やその遺族等に対する謝罪や賠償等について特に考えさせる必要
がある者

● 指導者 刑事施設の職員（法務教官，法務技官，刑務官）， 民間協力者（被害者
やその遺族等，被害者支援団体のメンバー，被害者問題に関する研究者，
警察及び法曹関係者等の専門家）

● 指導方法 ゲストスピーカー等による講話，グループワーク，課題図書（被害者の
手記等），役割交換書簡法 等

● 実施頻度等 １単元５０分 １２単元 標準実施期間： ３～６か月

カリキュラム

被害者の視点を取り入れた教育
地域社会とともに

開かれた矯正へ

刑事施設における特別改善指導

項 目 指導内容 方法

オリエンテーション 受講の目的と意義を理解させる。

（カリキュラムの説明，動機付け）

講義

命の尊さの認識 命の尊さや生死の意味について，具
体的に考えさせる。

講話，グループワー
ク，課題読書指導

被害者（その遺族
等）の実情の理解

被害者及びその遺族等の気持ちや置
かれた立場，被害の状況について，
様々な観点から多角的に理解させる。

①精神的側面

②身体的側面

③生活全般

講話（ゲストスピー
カー等），視聴覚教
材の視聴，講義，課
題読書指導（被害者
の手記等）

罪の重さの認識 犯罪行為を振り返らせ，客観的に自
分が犯した罪の重さ，大きさを認識
させる。

課題作文，グループ
ワーク

謝罪及び弁償につい
ての責任の自覚

被害者及びその遺族等に対して，謝
罪や弁償の責任があるということに
ついて自覚させる。

グループワーク，役
割交換書簡法，講話
（ゲストスピーカー
等）

具体的な謝罪方法 具体的な謝罪の方法について自分の
事件に沿って考えさせる。

グループワーク，課
題作文

加害を繰り返さない
決意

再加害を起こさないための具体的方
策を考えさせるとともに，実行する
ことの難しさを自覚させる。

グループワーク，視
聴覚教材の視聴
講義

ゲストスピーカー


